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‘‾'平成20年12月17日

厚生労働省医薬食品局

脂鰯記

紀薬店品

目提四回

麻薬、麻薬原料植物、向精神薬及び麻薬向精神薬原料を指定する

政令の一部を改主する政令の施行について（通知）

　平成20年12月17日政令第385号をもって、麻薬、麻薬原料植物、向精神

薬及び麻薬向精神業原料を指定する政令（平成２年政令第238号。以下「指定
政令」という。）が、別添のとおり一部改正されたので、･下記事項について御

了知の上、関係各方面に対する周知徹底及び適切な指導方御配慮願いたい。

第１

　１

２

記

　改正要旨

　改正の概要

　次に掲げる物質については、麻薬と同種の有害作用及び麻薬と同種の濫

用のおそれが確認されたことから、これを新たに麻薬として指定するた

め、指定政令を改正したものである。

　　Ｎ-メチルーN-(1-(3､4-メチレンジオキシフエニル)プロパンー2-イル)ヒ

　ドロキシルアミン

改正の内容

次の物質を麻薬に指定したこと。(指定政令第一条関係)

　　Ｎ-メチルーN－(1-(3,4-メチレンジオキシフエニル)プロパンー2-イル)

ヒドロキシルアミン及びその塩類

３．施行期日
　　公布の日（平成20年12月17日）から起算して30日を経過した日（平

成21年１月16日）から施行するものであること。
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第２　改正政令の施行に当たっての留意事項
　①　医薬品製造業者、医師、歯科医師、獣医師、研究者及びその他の者が業

　　務又は研究のため、今般麻薬に指定される物質（以下「麻薬指定物質」と
　　いう。）を継続して取り扱う場合には、施行日以降、麻薬及び向精神薬取

　　締法（以下「麻向法」という。）による規制を受けることとなるこぇとか

　　ら、施行日までにあらかじめ麻薬施用者、麻薬研究者等の免許取得等必要

　　な手続を行わせるとともに、記録、保管､｡届出等の規制事項を指導し、管

　　理不備に起因する事故が発生､しないよう指導されたいこと。
　②　既に麻薬研究者等の免許を取得している者が､-麻薬指定物質を取り扱う

　　場合についても、①と同様に記録、保管、届出等規制事項を指導し、管理

　　不備に起因する事故が発生しないよう指導されたいこと。

　③　①及び②について、麻向法第49条等の規定に基づく麻薬研究者等の届
　　出書に記載する期初在庫数量!こついては、施行日（平成21年１月16日）

　　現在の在庫数量を記載するよう指導されたいこと。
　④　医薬品製造業者、研究者及びその他の者が所有している麻薬指定物質の
　　うち、今後必要としないものについては、指定政令等の改正の施行前であ

　　れば廃棄するよう指導するとともに､゛施行後であれば所有権を放棄するよ

　　う指導されたいこと。また、廃棄するときは、焼却その他の当該物質を回
　　収することが困難な方法によることについても指導されたい。なお、施行

　　日以降に発見した場合は、所定の調査を行い状況に応じた措置をとられた

　　いこと。

第３　物質の構造式等

　　化学名:/V-メチルー/V-(1-(3､4-メチレンジオキシフエニル)･プロパンー2-

　　　　　　イル)ヒドロキシルアミン　　　　　　　　　　　　　ニ

　　通　称:A/－ヒドロキシＭＤＭＡ、･Ａ／－ＯＨ ＭＤＭＡ、ＦＬＥＡ……

　　構造：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へに
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独立行政法人国立印刷屑

○
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条
の
七
及
・

ｙ
ぴ
第
二
十
八
条
の
十
第
六
項
の
規
定
に
基

　
づ
‘
く
建
替
え
病
院
用
等
建
物
の
特
別
償
却

　
に
関
す
る
基
準
の
’
一
部
を
改
正
す
る
件

ド
（
同
五
四
〇
）
・
・

○
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
六
条
の
二

　
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
‘
老
厚
生
労
働
大
臣

　
が
定
め
る
も
の
を
定
め
る
件
（
同
五
四
一
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○
厚
生
年
金
基
金
令
察
二
十
九
条
第
一
項
の

≒
規
定
に
基
づ
き
厚
生
年
金
基
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業
務
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二
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委
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き
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法
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措
定
す
る
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（
同
五
回
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０
国
民
年
金
基
金
令
第
二
十
条
第
一
項
の
規

　
定
に
基
づ
き
国
民
年
金
基
命
の
業
務
の
Ｉ

’
部
を
委
託
で
き
る
法
人
を
指
定
す
る
件

ダ
　
（
同
五
四
三
）
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／
　
・

○
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
第
六
十
七

　
条
隼
一
項
の
曼
定
に
基
づ
ぎ
確
定
給
付
企

　
業
年
金
の
業
務
の
】
脈
を
委
託
で
き
る
法

　
人
を
指
定
す
る
件
（
同
五
回
四
）
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．
０
厚
生
年
廬
基
金
令
第
二
世
恚
条
簒
一
’
．
一
項
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規
定
に
基
づ
き
指
定
を
取
り
消
じ
た
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（
同
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四
五
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…
…
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○
国
民
年
金
基
金
令
第
二
千
条
第
三
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指
定
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取
り
消
し
た
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。
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｀
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二
項
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規
定
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づ
き
指
定
を
取
り

　
消
し
た
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（
同
五
四
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○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
　
＼

　
　
（
農
林
水
産
一
九
二
九
～
一
九
三
二
）

○
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

　
’
（
同
、
一
九
三
三
～
一
九
三
九
）
‘

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
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（
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一
九
四
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九
個
二
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＼
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Ｏ
中
小
企
業
支
援
法
第
十
「
条
第
一
項
の
規

　
定
に
基
づ
き
申
小
企
業
診
断
士
を
登
録
し

　
ー
た
件
（
経
済
産
業
ニ
ハ
○
）
。

Ｄ
W

○

○
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に

゛
関
す
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則
第
十
三
条
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三
項
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規
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Ｉ
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ゆ
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基
づ
き
氏
名
に
係
る
登
録
簿
の
変
更
を
し

　
ご
た
件
（
同
二
八
一
）

○
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に

　
関
す
る
規
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

　
基
づ
き
登
録
の
消
除
を
し
た
伴

　
　
（
同
二
八
二
）
．
　
　
．

０
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保

　
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
住
宅
瑕

　
疵
担
保
責
任
保
険
人
の
住
所
等
を
変
更
し

　
だ
件
（
国
土
交
通
一
四
七
三
）

○
運
輸
審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
っ
た
件

　
　
（
同
一
四
七
四
）
　
　
　
　
’

○
都
市
計
画
に
関
す
る
件

　
’
（
関
東
地
方
整
備
局
三
九
八
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○
道
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ず
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ミ
（
中
部
地
方
整
備
局
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こ
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国
会
事
項
〕

　
　
　
　
兄
事
異
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叙
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賃
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す
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に

・
基
づ
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す
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催
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踪
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薬
、
麻
薬
原
料
植
物
、
向
精
神
薬
及
び

　
麻
薬
向
精
神
薬
原
料
を
指
定
す
る
政
令
の

　
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
三
八
五
）

　
　
　
・
〔
省
　
　
令
〕

○
測
定
器
等
の
較
正
に
関
す
る
規
則
の
一
部

　
を
改
正
す
る
省
令
（
総
務
一
四
六
）

○
薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指

　
゛
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規

　
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
省
令

｀
　
ｊ
生
劈
働
一
．
池
二
）

　
　
’
　
〔
告
　
　
示
〕

○
指
定
統
計
を
作
成
す
る
・
た
め
に
集
め
.
6
れ

　
た
調
査
票
の
使
用
に
関
す
る
件

　
　
（
総
務
六
九
〇
～
六
九
六
）

○
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

　
　
（
法
務
五
五
五
）

○
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を
抹
消
し
た
件

　
　
（
文
部
科
学
一
七
六
）

○
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条
の
六
第

　
　
二
項
第
一
号
及
び
第
二
十
八
条
の
十
第
二

項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の

　
　
定
め
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

・
　
　
（
厚
生
労
働
五
三
九
）
　
゛
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す
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す
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（
政
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五
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労
働
省
）

　
Ｎ
Ｉ
ズ
チ
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ー
Ｎ
Ｉ
．
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四
Ｉ
メ
チ
レ
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ジ
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キ
シ
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エ
ニ
ル
）
プ
ロ
バ
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ニ
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ヒ
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ロ
キ
シ
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ア
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及
び
ぞ
の
塩
類
を
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薬
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指
定
す
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こ
と
と
七
た
。
｀
【
第
】
条
関
係
）
　
　
ヽ
’
・

一
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
〇
日
を

経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
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士
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１

御
三
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御
．
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≒
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…
…
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単
成
二
↓
年
十
こ
Ｅ
に
に
ぃ

大
臣
　
麻
生

・

太
郎

一
令
第
三
百
八
十
五
号
　
　
べ
　
．
．
　
　
　
　
＼

　
　
．
噺
蕎
ヽ
良
蕎
ｒ
料
植
物
ヽ
向
謄
神
薬
及
び
良
薬
向

…
…
…
．
・
．
’
精
神
薬
原
無
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

　
ー
　
を
政
令
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
’

。
内
閣
は
ダ
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
’
（
昭
和
二
十
八

号
）
別
表
第
一
第
七
十
五
号
の
規
定
に
基

き
フ
こ
・
�
政
令
’
を
制
定
す
る
。
　
　
　
レ

麻
薬
、
麻
薬
原
料
槍
幟
向
精
神
薬
及
び
麻
薬
向
精
神

原
町
を
指
ｔ
Ｆ
政
令
（
平
成
二
部
政
令
峯
二
百
三
十

ハ
秀
）
町
一
部
を
汰
Ｑ
よ
う
ｔ
改
正
す
る
．
’
ド
．
　
　
一

　
第
一
・
条
嘸
第
七
十
九
号
を
第
八
十
号
と
し
、
第
六
十
九

万
か
ら
第
七
ヤ
八
号
ま
で
を
．
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六

ｔ
八
袴
ａ
次
に
．
次
み
一
号
を
加
え
る
‘
．
『
‘
　
イ
　
こ

　
六
十
九
　
Ｎ
１
メ
チ
ル
ー
Ｎ
Ｉ
（
一
－
（
三
・
四
Ｉ
メ

　
ご
チ
レ
ン
ジ
オ
キ
シ
フ
エ
ニ
ル
）
プ
ロ
パ
ン
ー
ニ
ー
イ

　
‘
ル
）
‘
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類

　
　
　
・
附
’
則

．
．
こ
の
政
令
ぼ
、
公
布
の
日
か
ち
起
算
し
て
三
十
日
を
経

蒼
し
だ
日
か
ら
施
行
す
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
紘
理
大
臣
蘇
生
矢
郎
・

　
　
　
骨
“
ｉ
　
　
　
　
“
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ

　
　
　
測
定
器
等
の
蜘
正
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

　
｀
　
す
る
省
令
　
　
　
　
　
こ
‘
　
ノ
．
　
．

測
ｔ
器
等
の
断
正
に
降
ず
る
規
歎
（
平
良
九
年
郵
政
省

令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
三
条
中
屎
７
別
表
第
’
一
号
に
定
め
る
様
式
の
嘸
請
書

に
」
を
削
力
、
「
（
以
下
’
「
機
構
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
『
が

定
め
る
事
項
』
を
記
騰
い
た
申
請
書
を
機
構
に
、
」
を
、
「
（
以

下
「
指
定
較
正
機
間
口
ど
い
う
。
ご
の
下
に
「
が
定
め
る

事
項
を
記
載
じ
た
申
請
書
を
当
該
指
定
較
£
機
関
１
‐
‐
。
を
加

え
る
＠
　
ニ
・
ゾ
フ
“
１
…
…

　
第
四
条
中
「
別
表
第
二
号
」
を
「
別
表
第
一
号
」
、
に
改

め
る
。

　
第
五
条
第
ヽ
一
項
中
気
別
表
第
三
号
に
定
め
る
様
式
’
の
」

を
「
次
に
掲
げ
呑
事
項
を
記
載
し
た
」
．
に
改
め
、
同
項
に

次
の
各
号
を
加
え
る
．

　
・
一
・
・
較
正
．
を
行
っ
た
測
定
器
等
の
種
別
　
　
　
　
　
・
．

ご
Ｉ
　
各
称
又
は
型
式

　
主
　
製
造
者
名
及
び
製
造
番
号

　
四
　
較
正
の
姑
哭
し
　
．
．

　
五
　
較
正
完
了
年
月
日

　
六
　
そ
の
他
必
要
な
事
項
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
・

　
第
六
条
中
「
別
表
第
四
号
」
を
「
別
表
第
二
号
」
に
改

め
る
０
　
　
．
　
『
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
第
十
条
第
一
項
中
「
別
良
第
二
号
」
を
「
別
表
第
一
号
」

に
改
か
勉
…
…
…
‥
．
．
．
１
１

万
別
表
第
一
号
を
削
聚
別
表
第
‘
二
号
を
別
表
第
一
号
と

す
る
．
丁
ヽ
’
…
…
…
ク
”

別
表
第
三
世
Ｉ
写
、
．
別
表
第
四
号
を
別
表
第
二
号
と

ず
る
・
　
＼
　
　
　
　
＼

‘

　
、
　
附
財
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
二
月
７
日
か
ら
施
行
ず

谷
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
二
号

’
薬
事
法
（
昭
和
ぞ
一
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二

条
第
十
泗
項
ａ
’
規
定
に
Ｉ
づ
煮
薬
事
法
第
二
条
第
十
四

『
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
菊
及
び
同
法
驀
七
十
ヵ
条
の
四
に

．
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

い
す
る
昏
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
．

　
・
第
一
条
中
第
三
十
四
号
を
第
四
十
号
と
丸
フ
第
二
十
五

号
か
ら
第
三
十
三
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二

十
既
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

　
三
十
　
一
Ｉ
（
一
万
四
Ｉ
メ
チ
レ
ン
ジ
オ
キ
シ
フ
ェ
ニ

ド
　
ル
）
－
ニ
ー
（
ビ
ロ
リ
ジ
ン
ー
ー
’
Ｉ
イ
ル
）
ベ
ン
タ

　
　
ン
ー
】
Ｉ
オ
ン
及
び
そ
の
塩
類

　
第
『
条
中
第
二
十
三
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
二
十

二
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
二
十
一
号
を
第
二
十
五
号

と
し
、
『
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
二
十
六
’
一
－
（
四
Ｉ
フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
－
Ｎ
Ｉ

　
　
メ
チ
ル
プ
ａ
パ
ン
ー
ニ
ー
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類

　
第
一
条
中
第
二
十
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
十
四
号

か
ら
第
十
九
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
三
号

を
第
十
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
十
七
　
一
－
（
四
－
ク
ロ
ロ
ー
ニ
・
五
Ｉ
ジ
メ
ト
キ
シ

　
　
フ
ェ
ニ
ル
）
ブ
ロ
パ
ン
ー
ニ
ー
ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩

　
　
類

　
第
一
条
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に

次
の
Ｉ
。
号
を
加
え
る
。

　
十
五
　
一
Ｉ
（
四
Ｉ
エ
チ
ル
ス
ル
フ
ァ
ニ
ル
Ｊ
二
・

　
　
五
－
ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）

プ
ロ
パ
ン
ー
ニ
ー
ア

　
ヽ
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類
’

　
第
一
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。
　
　
　
　
。
。

　
十
三
　
Ｎ
－
エ
チ
ル
ー
Ｎ
－
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ー
五
Ｉ
メ

　
　
ト
キ
シ
ト
リ
プ
タ
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類
　
　
　
”

　
第
一
条
中
第
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
平
成
二
十
年
十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
。
要
一

　
　
　
薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
ず
る
指
定
薬
物

’
　
及
び
冊
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等

　
　
　
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

、
薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び

同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等
の
用
途
を
定

め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
５
.
に
改
正
す
る
。
　
バ
　
・

　
十
一
　
二
Ｉ
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
ー
ー
ー
フ
ｒ
ニ
ル
プ
ロ
パ

　
　
ン
ー
ー
ー
オ
ン
及
び
そ
の
塩
類

　
　
　
附
則

　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経

過
七
七
日
か
ら
施
行
す
る
。
　
・
‘

　
　
三
顕
告
　
　
示
顕

○
総
務
省
告
示
第
六
百
九
十
号

　
統
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
十
五
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
統
計
を
作
成
す
る
た
め

に
集
め
ら
れ
た
調
査
票
の
使
用
を
承
認
し
た
の
で
、
統
計

　
　
　
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
百
三
十
号
）
第
六
条

　
　
　
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

つ
則

千
早
一
万
右
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
’
総
務
大
臣
　
鳩
山
　
邦
夫

- - 、 一 一

｜　水曜日　霖平成２０年１２月1.

　　　　＝ふー皿－皿皿

ぶ

○
総
務
省
令
第
百
四
十
六
号

　
電
旋
法
（
昭
粗
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
を
実

施
す
ゐ
た
ｆ
ｉ
Ｓ
Ｓ
ｔ
の
較
正
に
個
す
る
規
則
（
平
成

九
年
郵
政
省
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
　
　
　
　
　
　
。
一

平
成
二
十
年
十
二
月
十
七
日

　
’
｛
△
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣

ｉ
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